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　六
月
二
十
五
日
（
土
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
り
九
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
土

曜
日
の
午
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
務
職
以
外

に
多
職
種
か
ら
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
題
の
予
算
管
理
テ
キ
ス
ト
は
、
予

算
管
理
の
仕
組
み
を
通
じ
て
民
医
連
経
営
の

優
点
や
重
要
な
視
点
を
全
て
の
職
員
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
予
算
作
成
に
関
す
る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

が
整
理
さ
れ
て
お
り
、
役
職
以
上
の
方
に
は

ぜ
ひ
購
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
第
一
部
「
予
算
管
理
テ
キ
ス
ト

学
習
会
」
は
講
師
に
テ
キ
ス
ト
作
成
に
関

「予算管理テキスト学習会「予算管理テキスト学習会
改定対応交流会」お よ び

県連

わ
っ
た
全
日
本
経
営
部
の
内
田
次
長
を
招

き
、
民
医
連
経
営
の
三
つ
の
重
要
視
点
「
全

職
員
参
加
経
営
、
中
長
期
経
営
計
画
、
必
要

利
益
」
を
中
心
に
分
か
り
や
す
く
ご
講
義
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
よ
り
「
中
長
期
計

画
の
重
要
性
を
感
じ
た
。
職
員
同
士
が
同
じ

目
標
に
向
き
合
う
こ
と
が
大
事
。
今
後
の
予

算
作
成
に
生
か
せ
る
。」
な
ど
肯
定
的
な
感

想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
二

部
は
「
改
定
対
応
交
流
会
」
と
し
て
診
療
報

酬
改
定
へ
の
対
応
と
予
算
作
成
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
業
態
別
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討

論
し
ま
し
た
。
業
務
内
容
が
近
い
こ
と
も
あ

り
、
予
算
作
成
時
の
経
験
や
問
題
意
識
を
出

し
合
い
活
発
に
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
全
体
を
通
じ
て
今
後
の
厳
し
い
経

営
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
中
長
期
経
営
計

画
に
基
づ
く
予
算
作
成
と
管
理
の
追
求
、
何

よ
り
も
職
員
が
経
営
に
参
加
し
て
意
思
統
一

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
学
習
会
を
踏
ま
え
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
予
算
作
成
の
実
務
学

習
会
を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
株
式
会
社
フ
ァ
ル
マ専

務
取
締
役

　崎
野
修
）

青森民医連事務局では、
１冊500円（税込）で
販売しております。

青森民医連事務局では、
１冊500円（税込）で
販売しております。



　二
〇
二
二
年
十
月
に

完
成
・
再
オ
ー
プ
ン
予

定
の
中
部
ク
リ
ニ
ッ
ク

ビ
ル
の
完
成
報
告
の
た

め
の
地
域
全
戸
訪
問
行

動
を
し
ま
し
た
。
六
月

か
ら
七
月
の
毎
週
水
曜

日
、
全
九
回
で
訪
問
件

数
二
、〇
〇
〇
件
を
目

標
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　最
終
行
動
日
の
七
月

二
十
七
日
（
水
）
に
は
、

横
田
理
事
長
か
ら
激
励

の
言
葉
を
受
け
、
行
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
合

計
八
回
の
行
動
で
組
合

新中部クリニックビル
完成に向けての地域行動

員
九
十
三
名
、
職
員
三

十
七
名
が
参
加
し
、
訪

問
二
、
四
一
九
件
、
対

話
八
一
〇
件
（
す
べ
て

累
計
）と
な
り
ま
し
た
。

近
隣
に
新
し
い
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
期
待
や
利

用
希
望
の
声
、「
以
前

家
族
が
世
話
に
な
っ

た
。」
と
い
う
懐
か
し
む

声
な
ど
を
頂
き
ま
し
た
。

　今
後
、
内
覧
会
や

オ
ー
プ
ン
を
控
え
て
い

ま
す
の
で
、
組
合
員
・

職
員
の
協
同
の
力
で
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
保
健
生
協

　組

織
部
次
長

　野
村
和
志
）

　ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
よ
り
、
こ

ど
も
食
堂
や
食
事
を
必
要
と
し
て
い
る
方
な
ど
へ

食
品
を
お
届
け
す
る
活
動
に
参
加
致
し
ま
す
。

　「も
っ
た
い
な
い
」
を
「
あ
り
が
と
う
」
に
変

え
る
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。（
フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬
局

　工
藤
由
希
子
）

フ ー ド バ ン ク の 取 り 組 み
　二
〇
二
二
年
五
月
よ
り
、
フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬

局
で
は
一
般
社
団
法
人
み
ら
い
ね
っ
と
弘
前
様

の
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
」
に
協
力
し
ま
す
。

　津軽保健生協健康づくり中央連絡会
では7月11日（月）にオーラルフレ
イルの講座を行いました。講師は、健

口腔ケアで
いつまでも健康に！
口腔ケアで
いつまでも健康に！

生病院歯科衛生士の原田千明さん。むし歯と歯周病についての説明に始まり、口腔ケ
アの重要性、オーラルフレイルは全身に影響することや認知症の予防にもなることな
ど、たくさんの資料をもとにわかりやすく解説していただきました。オーラルフレイ
ル予防として、唾液を出すための唾液腺マッサージ、そしてロングピロピロを紹介し
ました。他の医療生協で行っているロングピロピロを使った楽しいゲームの紹介もあ
りました。楽しく取り組めるので、今回の講座を振り返り、さっそく試してみたいと
思います。 （津軽保健生協　組織部　三上真史）

みらいねっと弘前
「フードバンク事業」に協力

第
55
回
定
期
総
会

県
連
卒
後
症
例
発
表
会

第35回
　
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
鑑
み
、

昨
年
同
様
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
ず
始
め
に
県
連
看
護
委
員
会
の
鳴

海
由
紀
子
委
員
長
よ
り
開
会
の
ご
挨
拶

を
頂
き
、「
今
年
三
年
目
を
迎
え
る
皆

さ
ん
の
症
例
発
表
と
先
輩
か
ら
の
講
評

を
参
加
者
全
員
で
共
有
し
、
活
発
な
意

　七
月
十
日
（
日
）、
県
連
三
年
目
の
看
護
師
十
九
名
が
発
表
し
ま
し
た
。
看
護
師
と
し
て
の
学
び
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
成
長
を
感
じ
る
発
表
会
に
発
表
者
含
め
八
十
三
名
の
参
加
で
し
た
。

見
交
換
が
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
健
生
病
院
の
小
鹿
瞳
子

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
〜
精
神
医
療
の
立

場
か
ら
〜
」
と
題
し
て
ご
講
演
頂
き
ま

し
た
。
昨
年
度
は
記
念
講
演
が
中
止
と

な
っ
た
た
め
、二
年
越
し
の
開
催
で
す
。

人
権
と
い
う
深
い
テ
ー
マ
で
も
あ
り
興

味
深
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実

際
に
あ
っ
た
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
な
が
ら

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
民
医

連
看
護
の
基
本
と
な
る
「
患
者
の
立
場

に
立
つ
」、「
患
者
の
要
求
か
ら
出
発
す

る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
実
際
の
現
場
で

生
か
さ
れ
て
い
た
か
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

　
症
例
発
表
で
は
三
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
全
部
で
十
九
演
題
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
退
院
支
援
や
医
療
ケ
ア
に
関

す
る
発
表
が
多
く
、
発
表
者
は
緊
張
し

な
が
ら
も
参
加
者
や
座
長
か
ら
の
質
問

に
も
き
ち
ん
と
答
え
て
い
た
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
新
人
の
こ
ろ
と
は
違
い
確

実
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
頼
も
し
く

思
え
、
民
医
連
の
一
員
と
し
て
自
信
を

も
っ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し

た
。

　
県
連
看
護
研
修
小
委
員
会
の
最
上
正

一
委
員
長
か
ら
は
、「
日
頃
の
看
護
実

践
の
成
長
が
伺
え
る
内
容
だ
っ
た
。
病

気
だ
け
で
は
な
く
患
者
の
社
会
背
景
、

生
活
状
況
か
ら
総
合
的
に
捉
え
る
視
点

を
養
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
、
参
議
院
選
挙
の
投
票
日

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、「
戦
争
が
起

こ
れ
ば
人
権
も
何
も
な
く
な
る
た
め
、

ぜ
ひ
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。」
と
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
開
会
の
挨
拶
で

も
投
票
の
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
た

め
、
参
加
者
の
投
票
率
は
き
っ
と
一
〇

〇
％
だ
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。
来
年

は
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
い
る
こ
と
を
願

い
、
ぜ
ひ
一
つ
の
会
場
に
集
合
し
て
の

発
表
会
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
発
表
者
・
講
評
者
の
皆
さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。（
藤
代
健
生
病
院
看

護
長
　
土
谷
咲
子
）

◆
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
研
究
を
読
み
、
ど
ん
な

事
例
で
あ
っ
て
も
一
番
に
患
者･

家
族
の

こ
と
を
優
先
に
考
え
た
看
護
が
実
践
さ
れ

て
い
て
、
無
差
別
平
等
の
看
護
が
行
わ
れ

て
い
る
と
感
じ
た
。

◆
一
人
一
人
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
患
者

さ
ん
に
見
合
っ
た
支
援
と
ゴ
ー
ル
を
決
め

て
援
助
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

私
自
身
発
表
を
聞
い
て
患
者
さ
ん
と
の
関

わ
り
方
や
多
職
種
と
の
情
報
共
有
の
必
要

性
な
ど
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

◆
救
急
外
来
や
手
術
室
、
他
病
棟
の
患
者
さ

ん
に
関
し
て
、
私
の
所
属
す
る
病
棟
は
密

に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ

の
た
め
、
こ
う
い
う
視
点
か
ら
関
わ
っ
て

く
れ
て
い
た
の
か
と
感
心
し
ま
し
た
し
、

私
た
ち
が
ど
う
関
わ
れ
ば
よ
り
他
部
署
の

ス
タ
ッ
フ
が
ス
ム
ー
ズ
に
患
者
と
関
わ
れ

る
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

◆
普
段
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
や
っ
て
い

る
事
が
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
か
も
と
考

え
る
機
会
に
な
っ
た
と
思
う
。
疑
問
を

持
っ
た
ら
発
信
す
る
事
が
大
切
で
、
そ
の

為
に
は
何
で
も
言
え
る
職
場
の
雰
囲
気
が

大
切
だ
と
思
う
。
長
期
入
院
患
者
の
退
院

促
進
は
色
々
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
う

が
、
病
気
で
な
か
っ
た
ら
地
域
で
ど
ん
な

生
活
を
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
を
馳
せ

た
時
、
や
は
り
入
院
し
て
い
る
よ
り
地
域

で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
事
を
模
索
し
た

い
と
も
感
じ
る
。
大
事
な
の
は
「
退
院
さ

せ
る
」
こ
と
で
は
な
く
、「
そ
の
人
ら
し

く
生
き
る
」
を
目
指
す
事
だ
と
思
う
。
退

院
し
た
先
に
そ
の
人
ら
し
さ
が
あ
る
の
で

有
れ
ば
そ
れ
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
も
私
達
の
役
割
な
の
で
は
な
い
か
と
も

思
っ
た
。

　発
表
、
講
評
者
と
も
成
長
が
う
か
が
え
る

内
容
で
し
た
。

感
想
文
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みらいねっと弘前
「フードバンク事業」に協力
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全日本民医連 第45期 第１回評議員会報告

被害者とともに核兵器のない後世で平和な世界を
　　　　　　　　　　　　　　　　　人類と地球の未来のために

原水爆禁止２０２２年世界大会

　今年は３年ぶりの被爆地広島・長崎で開催され、さらにオンラインも併用して、全国と
世界を結ぶ開催になりました。
　８月６日（土）ヒロシマデー集会と９日（火）ナガサキデー集会にオンライン参加しま
した。ヒロシマデー集会では、諸国政府や内外の反核・平和団体代表、国会議員の方々か
ら発言があり、特別企画「被ばく77年被爆地ヒロシマから世界へ」では、「黒い雨」訴
訟のたたかいを中心に、核兵器の非人道性を告発しました。
　ナガサキデー集会では、メキシコ駐日大使や欧米・アジアの平和団体、被爆者と日本国
内代表による発言・交流があり、核不拡散条約（NPT）再検討会議の報告も行われました。

８月４日（木）から９日（火）まで原水爆禁止2022年世界大会が開催されました。

　特別企画では、被爆証言を当時の生々しい体験が歌と朗読と絵を使って読み上げられました。
　現在ロシアによるウクライナ侵略とプーチン大統領が核兵器による威嚇をくり返しています。核兵器禁止条約の実現は、
被ばく者と粘り強い運動と訴えなしにはありえませんでした。唯一の被爆国として、核兵器使用の惨渦を繰り返してはな
りません。日本政府に対して早期に署名、批准することを求めていきたいと思います。
※毎年ファルマでは全職員で千羽鶴を折り、現地に奉納しています。 （株式会社ファルマ本部　工藤留美）

　全日本民医連第45期第１回評議員会が８月20日
（土）、21日（日）の２日間、オンラインで開催され、青
森からは評議員２名、全日本民医連理事２名の計４名
が参加しました。評議員会方針案は全会一致で承認さ
れました。今評議員会では、方針案を支持、補強する
立場での発言が40本、フリー討論では12本の発言が
あり、熱心な討議が行われました。今方針案は、①時代
認識の共有（戦争か平和か、新自由主義の継続かいの
ち優先の社会か、の大きな転換点にある時代であると
いうこと）、②医師分野、経営分野での前進を切り開く

こと、に課題を絞った従前よりもシンプルな構成となっ
ていますが、2024年度から実施される医師の働き方改
革への対応や、コロナ禍で真の経営実態が見えにくい
特殊な状況下で、法人・事業所の経営を複眼で多面的
に捉え総合的に評価していくこと、また、コロナ後を
見据えた出口戦略の練り直しが必要となること等、重
要案件が目白押しとなっています。多方面の意見が今
回の評議員会では寄せられ、９月の医師委員長会議、
11月の経営委員長会議においても議論を深めることと
なりました。 （青森保健生協　常務理事　今淳一）
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第
55
回
定
期
総
会

2022年度 青森民医連ミニジャンボリー
ジャンボリー紹介と第39 回全国青年ジャンボリー参加報告

　7月23日（土）午後、オンラインにて青森民医連ミニジャンボリーを開催し15人が参加しました｡ジャンボリー委
員会の目的や具体的な活動内容と昨年行われた第39回全国青年ジャンボリー参加報告を行いました。また交流会では
アイスブレイクで交流を深めました。

　１月に予定していた県連ミニジャンボリーですがようやく７月23日（土）にオンラインで開催することができました。
　ジャンボリー紹介では入職１～３年目の職員を対象にジャンボリー委員会はどのような目的があり具体的にどんな活
動をしているのかを紹介しました。参加された方でジャンボリーへ参加したい方は職場管理者に相談してみてください。
　全国ジャンボリー参加報告ではグループごとに講演が開催されたため講演ごとの感想を報告しあい学習しました。そ
の後のアイスブレイクで心理ゲームを行い交流を深めました。見た目と違う結果に驚いたり、笑ったり、緊張も少しほ
ぐれました。オンラインということもあり不安な部分もありましたが、大きなトラブルなく終える事が出来ました。今
回の企画を通して、コミュニケーションの取り方の難しさや他の参加者の報告を聞き、人権に対する考えや思いなどを
再度学びました。２年後には全国ジャンボリーも開催する予定なので皆さんの参加をぜひお待ちしています。
 （健生病院　豊嶋速太）
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。
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が
る

貧
困
の
実
態
や
、
生
活
保

護
受
給
に
対
す
る
数
々
の

偏
見
に
つ
い
て
相
談
会
で

の
事
例
を
引
用
し
な
が
ら

の
お
話
が
あ
り
、
大
変
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
私
た

ち
県
社
保
協
は
「
生
活
保

護
申
請
は
国
民
の
権
利
」

が
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う

な
活
動
を
強
化
し
て
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
思
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　記
念
講
演
に
続
い
て
定

期
総
会
が
行
わ
れ
事
務
局

　７月31日（日）、大間町にて「第14回大間原発反対現地集会」
が開催され、ファルマからは８名参加しました。コロナ禍で2020
年度は中止、2021年度はオンラインでの配信を余儀なくされ、限
られた人数ではありましたが現地での集会は実に３年ぶりとなり
ました。
　例年雨に見舞われることが多い中、今年は天候にも恵まれ建設
中の原子炉等施設敷地境界線すぐそばに設置されたステージで大間原発反対現地集会実行委員会・事務局長中
道雅史氏による大MAGROCK/PEACE LANDのデモコールに始まり、「大間原発訴訟の会」、「女川から未来
を考える会」、「函館市議・日本共産党」等によるリレートークが行われました。
　世論調査では６割超の国民が原発再稼働の反対をしているにも関わらず、政府と東京電力は原発再稼働、新
設建設に向け政策を進めています。大間原発もそのひとつです。ロシア・プーチン政権によるウクライナ侵略
によって原発への攻撃や原発の基地化が行われ、日本は核共有なる言葉を掲げています。各地の原発から出る
核のゴミ＝使用済み核燃料の処理の目処さえ立たず再稼働を目論んでいることに対して認める訳にはいきませ
ん。東日本を襲った大地震とそれによる津波災害による福島第１原発事故は過去に例のない惨事を引き起こし

　二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

京都府伊根町まちのチカラ

球状の碑　東京

食と健康 おいしく減塩するコツ

うちでも元気　体操＆脳トレ
ウクライナの若者たち
けんこう教室 不妊治療（上）
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よ
り
、
総
括
及
び
方
針
案

の
提
案
、
決
算
・
予
算
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
各
地

域
社
保
協
か
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
の
報
告
が

あ
り
、
地
域
で
の
様
々
な

活
動
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

採
択
が
行
わ
れ
全
て
の
議

案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
員
選
出
が
行

わ
れ
、
今
回
は
八
名
の
役

員
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

二
〇
二
二
年
は
青
森
市
の

給
食
費
無
料
化
実
施
や
、

弘
前
市
の
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
窓
口
負
担
無
料
化

実
施
な
ど
、
私
た
ち
の
こ

れ
ま
で
の
運
動
の
成
果
が

実
を
結
ん
だ
施
策
も
実
施

予
定
で
す
。
こ
の
流
れ
が

県
内
全
て
の
自
治
体
へ
広

が
る
よ
う
に
諸
団
体
と
共

に
地
域
の
社
会
保
障
充
実

を
も
と
め
る
運
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
青
森
県
民
医
連
事
務
局

次
長

　下
舘
大
史
）

青森県社会保障推進協議会定期総会

第14回
核エネルギー使用からの決別

大間原発反対現地集会

ました。10年以上経過した今もなお多くの人々が
苦しんでいる中、大間原発を建設させることはで
きません。
　私たちは原発との共存が不可能であり、福島第
１原発事故を教訓に、今後も原発事故被害者の不
安や思いに寄り添い命と人権を守り、STOP THE 
原発を実現するために各種活動に取り組んでいく
と同時に、このような集会を行う必要性が一日で
も早くなくなることを望みます。 

（藤代薬局　中村光樹）

　八
戸
会
場
で
は
八
戸
生
協
診
療
所

の
原
徹
医
師
を
講
師
に
、
在
宅
医
療

の
取
り
組
み
や
多
職
種
連
携
の
大
切

さ
に
つ
い
て
お
話
し
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
弘
前
会
場
で
は
研
修
医

の
髙
橋
亜
実
医
師
、
長
尾
万
里
華
医

師
、
白
戸
蓮
医
師
を
講
師
に
『
研
修

医
が
感
じ
た
患
者
さ
ん
と
の
向
き
合

い
方
』
を
テ
ー
マ
に
高
校
生
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
、
患
者
さ
ん
の

抱
え
て
い
る
課
題
や
必
要
と
さ
れ
る

支
援
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
青
森

会
場
で
は
あ
お
も
り
協
立
病
院
の
磯

島
寿
人
医
師
を
講
師
に
『
患
者
さ
ん

を
大
切
に
す
る
医
療
』
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
は
、「
病
気
だ
け
で

な
く
患
者
さ
ん
の
生
活
背
景
ま
で
見

る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
」、「
健

康
の
不
平
等
が
生
じ
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
た
」、「
医
師
に
な
り
た
い
と

い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
医
師
を
目
指
す

高
校
生
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連

　葛
西
美
冴
）

「
夏
の
高
校
生
医
師
体
験
」

2022
年度

医
師
を
目
指
す
高
校
生
90
名
が
参
加
！

　夏
の
高
校
生
医
師
体
験
は
青
森
・
八
戸
・
弘
前
の
三
会
場
に
て

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
七
月
三
十
日
（
土
）
八
戸

会
場
五
十
七
名
、
八
月
四
日
（
木
）
弘
前
会
場
十
二
名
、
青
森
会

場
二
十
一
名
の
医
師
を
目
指
す
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　県
連
看
護
学
生
小
委
員
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
感
染

対
策
を
講
じ
、
時
間
を
短
縮
し
内

容
も
工
夫
し
て
対
面
で
の
高
校
生

看
護
体
験
を
継
続
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
青
森
保
健
は
三
年
振

り
に
看
護
協
会
と
共
催
の
高
校
生

看
護
体
験
を
実
施
。
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
あ
お
も
り
協
立
病
院
の

コ
ロ
ナ
病
棟
紹
介
動
画
鑑
賞
（
約

三
分
）・
感
染
防
護
具
の
着
脱
実

技
演
習
・
手
洗
い
チ
ェ
ッ
ク
・
血
圧
測
定
・
注
射
を
詰
め
る
方
法

を
体
験
。
マ
ス
ク
・
エ
プ
ロ
ン
・
手
袋
な
ど
の
感
染
防
護
具
装
着

時
の
暑
さ
や
圧
迫
感
に
驚
き
な
が
ら
も
、「
患
者
さ
ん
を
感
染
さ

せ
な
い
・
自
身
が
感
染
し
な
い
た
め
の
対
策
が
厳
重
に
行
わ
れ
て

い
る
の
が
分
か
っ
た
、
看
護
師
の

仕
事
は
大
変
だ
け
れ
ど
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
た
。」

と
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

高
校
生
は
全
員
、
進
路
が
ほ
ぼ
決

定
し
て
い
る
高
校
三
年
生
。
今
後

も
受
験
対
策
な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

（
青
森
保
健
生
協看

対

　須
藤
千
夏
）

夏
の
高
校
生
看
護
体
験 

開
催

笑
顔
は
じ
け
る
高
校
生
看
護
体
験
を
開
催

　七
月
二
十
九
日
（
金
）・
八
月
一
日
（
月
）・
三
日
（
水
）
青
森

保
健
の
本
部
で
四
十
八
名
、
八
月
十
五
日
（
月
）
生
協
さ
く
ら
病

院
で
十
一
名
、
七
月
二
十
六
日
（
火
）
津
軽
保
健
生
協
本
部
で
二

十
七
名
の
高
校
生
が
看
護
体
験
へ
参
加
し
ま
し
た
。

感染防護具着脱体験 生協さくら病院

血圧測定体験の様子 津軽保健

「第３１回東北６県ナースのたまごサークル（オンライン）」
３年ぶりに開催

　8月11日（木）にナースのたまごサークルが半日の
日程でオンライン開催されました。「LIFE ～知る・寄り
そう・つながる～」というテーマで、東北６県民医連
の看護奨学生52名と職員28名が参加しました。青森
県連からは、看護奨学生13名と職員７名が参加しました。
　各県連紹介動画上映、コロナ禍での外来対応や患者

の「生きる」を支
えた民医連看護の
実践報告、そして

『一人十色の死生
観～最期までその
人らしく～』とい
うテーマで特別養
護老人ホームの施

設長兼住職でも
ある太田宣承さ
んよりご講演い
ただきました。
講演内容を3つ
に区切り、その
内容ごとに学生
の臨地実習や日
常経験を踏まえてグループディスカッションし、これ
からの自分たちにできることは何なのかを共有し合え
る有意義な時間となりました。職員も書記としてグルー
プに参加し、これからを担う看護学生の頼もしさを実
感する時間となりました。
 （津軽保健生協　看対　阿保祥子）

講師・太田宣承さん

グループワークの発表をする奨学生
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催
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協
か
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
の
報
告
が

あ
り
、
地
域
で
の
様
々
な

活
動
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

採
択
が
行
わ
れ
全
て
の
議

案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
員
選
出
が
行

わ
れ
、
今
回
は
八
名
の
役

員
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

二
〇
二
二
年
は
青
森
市
の

給
食
費
無
料
化
実
施
や
、

弘
前
市
の
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
窓
口
負
担
無
料
化

実
施
な
ど
、
私
た
ち
の
こ

れ
ま
で
の
運
動
の
成
果
が

実
を
結
ん
だ
施
策
も
実
施

予
定
で
す
。
こ
の
流
れ
が

県
内
全
て
の
自
治
体
へ
広

が
る
よ
う
に
諸
団
体
と
共

に
地
域
の
社
会
保
障
充
実

を
も
と
め
る
運
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
青
森
県
民
医
連
事
務
局

次
長

　下
舘
大
史
）

青森県社会保障推進協議会定期総会

第14回
核エネルギー使用からの決別

大間原発反対現地集会

ました。10年以上経過した今もなお多くの人々が
苦しんでいる中、大間原発を建設させることはで
きません。
　私たちは原発との共存が不可能であり、福島第
１原発事故を教訓に、今後も原発事故被害者の不
安や思いに寄り添い命と人権を守り、STOP THE 
原発を実現するために各種活動に取り組んでいく
と同時に、このような集会を行う必要性が一日で
も早くなくなることを望みます。 

（藤代薬局　中村光樹）
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　二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

私の三つ星★★★

第５回理事会報告9月

2022年9月
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>>
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オススメ

ランニングとケアグッズ
　８年位前、体重の増加に
歯止めをかけるため、走る
のだったらシューズがあれ
ばOK、お金もそんなにか
からないだろうと思って走
り始めました。高校の頃、

足のケガで陸上部をやめたので、まずはシューズを買いま
した。学生時代とは違って、タイムは気にせずに自分の
ペースで走っていました。
　走り始めて２年位が経った頃、親友にスマホのランニン
グアプリを教えてもらってから、楽しさが倍増しました。
走った距離やペース、コースまでも詳細に記録できます。
そして弘前市にはアップルマラソンがあります。当然出場
しました。初めて10kmを完走した時のことは、フルマ
ラソンを走れるようになった今でも鮮明に覚えています。
それからは大会に出場する事が楽しくなり、走るペースも
早くなりました。すると今度は、足の痛みが出てきました。
いろいろ調べると、
走る前後のケアが大
事だということで、
２年位前にケアグッ
ズを買って毎晩ケア
をしています。２年
前に買ったストレッチボールは使いすぎて、変形し小さく
なっていました。ランニングは生涯スポーツだと思ってい
ます。ケアをしながら、これからも続けていきたいと思い
ます。（株式会社ファルマ本部　鈴木健仁）

全日本民医連理事会報告関係

決裁事項

　事務基礎研修

　介護事業所乗り入れ点検実施と事前学習会

　薬学生奨学金規定の変更

　地協運営委員の委嘱要請（第４次）

協議事項

　第45期第1回評議員会参加報告

　社保アンケートの結果について

新型コロナウイルス対応各法人・事業所の対応状況につ

いて

医師委員会関連

各種委員会

リハビリ技術者委員会より参議院選アンケートについて

　各種委員会報告・署名到達

報告事項

　全日本民医連　通達・声明

　北海道・東北地協　通達関係　

各法人・事業所報告

　青森保健生協・被災地支援報告

vol.
68

工 藤  蒼 大くん
（くどう あお ）

１ 歳 ３ヵ月

　６月で１歳を迎えた、甘えん坊で好奇心旺盛な男の子。

　６ヶ月を過ぎた頃から、つかまり立ちや伝い歩きを始め、

１歳前にはひとりで歩くだろうと思ったが、なかなか歩か

ない。１歳のお誕生日にプレゼントで貰ったズックは、い

つ履けるのかな？１歳１ヶ月を過ぎた頃に急に覚醒‼やっ

と歩き出した！それからというもの、歩くのが楽しくてしょう

がない！日に日に歩くのが上手くなり、今では家中を探検。

ニコニコの笑顔でぎこちなく歩き回る姿に、家族みんなが

キュンキュンしちゃう。

　仕事に行くパパの後を追いかけては “行ってきます” と

ママに手を振り一緒に出勤しようとするけど、一緒に行け

なくて不機嫌になるのが毎朝のルーティン。

　時には、ティッシュを大量に出していたずらしたり、怒っ

ておもちゃを投げたり、ひっくり返って大泣きしたり。そん

な姿も “今だけ” と思うと愛おしく感じるね。

　だんだんと出来ることが増えていき、赤ちゃんを卒業して

いくことに、少し寂しさを感じつつも、今後の成長を見守っ

ていくことが何よりの楽しみ。

（健生五所川原診療所　通所リハビリ　工藤大樹）

入浴後の蒼大くん

ストレッチボール

マッサージガンとストレッチローラー

歩くの楽しい

あ
お

も
り
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